
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
樹脂および着色剤を含有する トナー粒子 １０面体以上の多面体無機微粉末

ことを特徴とする静電荷像現像剤。
【請求項２】
多面体無機微粉末の平均粒径が２μｍ以下であることを特徴とする請求項１に記載の静電
荷像現像剤。
【請求項３】
多面体無機微粉末のＢＥＴ法比表面積が２ｍ 2／ｇ以上であることを特徴とする請求項１
または２に記載の静電荷像現像剤。
【請求項４】
多面体無機微粉末の添加量がトナー粒子１００部に対し０．０５～１０重量部であること
を特徴とする請求項１乃至３に記載の静電荷像現像剤。
【請求項５】
現像剤が更に多面体無機微粉末以外の非磁性粉末を含有することを特徴とする請求項１乃
至４に記載の静電荷像現像剤。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は電子写真法、静電記録法等において形成される静電潜像を現像するために使用さ
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れる静電荷像現像剤に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
電子複写機等で使用される現像剤は、その現像工程において、例えば静電荷像が形成され
ている感光体等の像担持体に一旦付着され、次に転写工程において感光体から転写紙に転
写された後、定着工程においてコピー紙面に定着される。その際、潜像保持面上に形成さ
れる静電荷像を現像するための現像剤として、キャリアとトナーから成る二成分系現像剤
及びキャリアを必要としない一成分系現像剤（磁性トナー、非磁性トナー）が知られてい
る。
【０００３】
該現像剤に含有されるトナーとしては、正荷電性トナー、負荷電性トナーがあり、従来よ
り正荷電性トナーへ帯電性を付与するものとしては、ニグロシン系染料、４級アンモニウ
ム塩等のトナーへの添加剤としての帯電制御剤や、キャリアに所定の帯電性を付与するコ
ーティング剤等が知られており、一方、負帯電性を付与するものとしては、含金アゾ染料
等の帯電制御剤や無機微粉末、有機微粉、及びキャリアのコーティング剤等が知られてい
る。
【０００４】
そして、トナーの流動性、帯電性等を改善する目的で、更には、トナー粒子に導電性を付
与し現像性の向上や安定した画像濃度及び画質を付与する目的で各種金属酸化物等の微粉
末を添加して使用する方法や、また感光体に付着する紙粉やコロナチャージャーで発生す
る含窒素化合物を感光体から除去する目的で各種磁性粉末等を添加して使用する方法が提
案されている。トナー粒子と磁性粉末を含有したトナーまたは現像剤の具体的な例として
は、特開昭５８－１０５２３６号公報、特開昭５８－１１８６５２号公報、特開昭６２－
２５８４７２号公報、特開平１－２２９２６６号公報、特開平５－１４６３５５号公報な
どに記載されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来のトナーまたは現像剤を用いて複写機などで繰り返しコピーした場合
、画像濃度が安定しなかったり、コピーを重ねていく内にカブリが悪化したり、階調性が
悪化したり、トナー消費量が途中から多くなったり、複写機内部を汚染するトナー飛散が
多く発生するなどの問題があった。更に、十分な現像性を得るために、磁性粉末をトナー
粒子に十分な量を添加すると磁性粉末が有機光半導体などの感光体に損傷を与え、感光体
の傷ついた部分にトナーまたは遊離した外添剤が埋まり込むことでコメット状のトナーま
たは外添剤付着による画像欠陥を発生させたり、また感光体の表面を磁性粉末などの外添
剤が研磨することで感光体の帯電性能を劣化させたり、感光体表面が溝状に摩耗されるこ
とでコピー黒ベタ部にスジ状欠陥を発生するなどの問題が生じていた。
【０００６】
従って、本発明の第１の目的は、画像濃度、カブリが良好で、階調性に優れ、ハケ筋、欠
け、コメット等の画像欠陥が無い高画像・高画質の複写物が得られる現像剤を提供するこ
とにある。第２の目的は繰り返し連続的にコピー、印刷した場合にも画像・画質が安定し
、機内汚染が少なく、トナー消費量が安定するなど耐久性能に優れた現像剤を提供するこ
とにある。第３の目的は温度、湿度などが変化した場合でも画像濃度、カブリなどの画像
・画質変化の小さい環境依存性の良い現像剤を提供することにある。第４の目的は高温度
で長時間貯蔵保存した場合でもトナーが固まることなく画像・画質の変化が小さいなどの
貯蔵安定性に優れた現像剤を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは、かかる問題を鋭意検討した結果、トナー粒子に添加する無機微粉末の表面
の面数を１０面以上にすることによって、上記の問題点が解決できることを見出して、本
発明に到達した。すなわち、本発明の要旨は、樹脂および着色剤を含有する トナー
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粒子 １０面体以上の多面体無機微粉末 ことを特徴とする静電荷
像現像剤に存する。
【０００８】
【作用】
以下、本発明を詳細に説明する。
本発明に使用し得る樹脂としては、静電荷像現像用トナーに適した公知の種々のものが使
用できる。
スチレン系樹脂（スチレンまたはスチレン置換体を含む単重合体または共重合体）として
は、例えば、ポリスチレン、クロロポリスチレン、ポリ－α－メチルスチレン、スチレン
－クロロスチレン共重合体、スチレン－プロピレン共重合体、スチレン－ブタジエン共重
合体、スチレン－塩化ビニル共重合体、スチレン－酢酸ビニル共重合体、スチレン－アク
リル酸エステル共重合体（スチレン－アクリル酸メチル共重合体、スチレン－アクリル酸
エチル共重合体、スチレン－アクリル酸ブチル共重合体、スチレン－アクリル酸オクチル
共重合体及びスチレン－アクリル酸フェニル共重合体等）、スチレン－メタクリル酸エス
テル共重合体（スチレン－メタクリル酸メチル共重合体、スチレン－メタクリル酸エチル
共重合体、スチレン－メタクリル酸ブチル共重合体及びスチレン－メタクリル酸フェニル
共重合体等）、スチレン－α－クロルアクリル酸メチル共重合体及びスチレン－アクリロ
ニトリル－アクリル酸エステル共重合体などがある。さらにまた、特公昭５１－２３３５
４号公報、特開昭５０－４４８３６号公報に記載されている架橋系バインダー樹脂、ある
いは特公昭５５－６８９５号公報、特公昭６３－３２１８０号公報に記載されている非架
橋系バインダー樹脂も使用できる。
【０００９】
ポリエステル樹脂としては、公知の飽和、不飽和のものから任意に使用でき、組成として
は多価アルコールと多塩基酸よりなり、必要に応じてこれら多価アルコール及び多塩基酸
の少なくとも一方が３価以上の多官能性成分を含有する単量体組成物を重合することによ
り得られる。
エポキシ系樹脂としては、例えばビスフェノールＡとエピクロルヒドリンとの重縮合物の
汎用エポキシ樹脂、カルボン酸、フェノール、ジアリールスルホンアミド等で変性された
変性エポキシ樹脂、フェノール樹脂とエポキシ樹脂をブレンドしたエポキシ樹脂などがあ
る。
【００１０】
その他の樹脂として、塩化ビニル樹脂、ロジン変性マレイン酸樹脂、フェノール樹脂、ポ
リエチレン樹脂、ポリプロピレン樹脂、アイオノマー樹脂、ポリウレタン樹脂、シリコー
ン樹脂、ケトン樹脂、エチレン－エチルアクリレート共重合体、キシレン樹脂、ポリビニ
ルブチラール樹脂、並びにポリカーボネート樹脂等がある。
本発明に用いるのに好ましい樹脂としてはスチレン系樹脂、ポリエステル樹脂及びエポキ
シ樹脂等を挙げることができる。また、樹脂は単独に使用するに限らず、２種以上併用す
ることができ、本発明に用いる樹脂としてはスチレン系樹脂を主成分（好ましくは５０％
以上）とするものが特に好ましい。
【００１１】
樹脂のフロー軟化温度（Ｔｍ）としては８０～１５０℃程度がよく、更には９０～１４０
℃程度が好ましい。８０℃未満では紙への定着温度は低くて良好であるが、ホットオフセ
ットが発生しやすく、またトナーが現像槽内部で破砕されやすくなりキャリア表面、ドク
ターブレードにトナーが固着するスペント現象が発生し、帯電特性の悪化を引き起こし、
ひいては現像剤の耐久性能の悪化を招き問題がある。また、１５０℃より高いと定着温度
紙への定着温度が高く、またトナー粉砕性が悪い等の問題がある。
【００１２】
樹脂のガラス転移温度は４５℃程度以上が好ましく、４５℃未満では４０℃の高温で長時
間トナーを放置した場合にトナーの固い凝集或いは固着を招くなど保存安定性が悪く、ま
た、外添工程でトナー凝集物を生成し易く、更に篩別装置のスクリーン、側壁等に付着し
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凝集物を生成しやすく、更にまたトナーを現像器内で長時間使用した場合現像器内の軸受
、穂立ち規制板等の部位に固着したりするなどの使用上の問題がある。
樹脂の製造は公知の製造方法で行えばよく、例えばスチレン系樹脂の場合には溶液重合、
懸濁重合、塊状重合、乳化重合等により行えばよく、必要に応じて低分子量体と高分子量
体の重合方法を違えてもよい。
本発明で使用する樹脂の各試験方法を以下に説明する。
【００１３】
〔フロー軟化温度（Ｔｍ）〕
フローテスター（（株）島津製作所社製ＣＦＴ－５００）において、試料１ｇをノズル１
ｍｍ×１０ｍｍのダイ、荷重３０ｋｇ、予熱時間５０℃で５分、昇温速度３℃／分の条件
下で測定を行い、フロー開始から終了までの距離の中間点の温度をフロー軟化温度（Ｔｍ
）とする。
【００１４】
〔ガラス転移温度（Ｔｇ）〕
示差熱分析計（（株）島津製作所社製ＤＴＡ－４０）において、昇温速度１０℃／分の条
件で測定した曲線の転移（変曲）開始部に接線を引き、その交点温度をガラス転移温度（
Ｔｇ）とする。
本発明で用いる着色剤としては、従来から用いられているものであれば特に制限されるも
のではなく、任意の適当な顔料又は染料が使用できる。例えば、酸化チタン、亜鉛華、ア
ルミナホワイト、炭酸カルシウム、紺青、マグネタイト、カーボンブラック、フタロシア
ニンブルー、フタロシアニングリーン、ハンザイエローＧ、ローダミン系顔料、クロムイ
エロー、キナクリドン、ベンジジンイエロー、ローズベンガル、トリアリルメタン系染料
、アントラキノン染料、モノアゾ及びジスアゾ系顔料などを所望するトナーの色に着色剤
を単独または混合して用いる。着色剤の含有量は、現像により可視像を形成することがで
きるようトナーを着色するのに十分な量あればよく、例えば樹脂１００重量部に対して１
～２０重量部とするのが好ましい。
【００１５】
この他、必要に応じてトナーの熱特性、物理特性、離型特性等を改善する目的で助剤を少
量添加してもよく、例えば、ポリアルキレンワックス、パラフィンワックス、高級脂肪酸
、脂肪酸アミド、金属石鹸等が使用できる。その添加量は、トナー粒子１００重量部に対
して０．１～１０重量部が好ましい。
更にこの他、トナーの帯電性を調整する目的で公知の正荷電性または負荷電性の帯電制御
剤を単独または併用して使用することができる。正荷電性トナーの場合にはニグロシン系
染料、４級アンモニウム塩、トリアミノトリフェニルメタン系化合物、イミダゾール化合
物等の公知の帯電制御剤、負荷電性トナーの場合には含金アゾ系染料、サルチル酸金属錯
体、アルキルサルチル酸金属錯体、カーリックスアレーン化合物等の公知の帯電制御剤を
適量添加しても良い。その添加量は樹脂１００重量部に対して０．０５～１０重量部程度
が好ましい。
【００１６】
本発明でトナー粒子と混合する外添剤としては、少なくとも表面の面数が１０面以上、好
ましくは１２面以上、更に好ましくは１４～３０面の多面体無機微粉末が使用される。１
０面未満の無機微粉末、例えば針状や、６面体、８面体等の磁性粉末を使用すると、感光
体表面の損傷が大きくなりスジ状の凹凸欠陥や凹部にトナーまたは外添剤の埋まり込むコ
メット状の欠陥が発生し易くなり、ひいてはコピー、印刷等の画像欠陥を発生し易くなり
好ましくない。一方、角がなく、丸みを帯びたような形状では、フィルミング（ワックス
等のトナー成分または外添剤等の微粉末が感光体へ付着する現象）防止効果が発揮されな
い。
【００１７】
更に、多面体無機微粉末の粒径は２μｍ以下が好ましく、更には１μｍ以下が好適である
。２μｍより大きいと感光体への研磨性が強く、損傷を与えてしまい、安定した画像・画
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質の複写物が得られにくい。
更にまた、多面体無機微粉末のＢＥＴ法比表面積は２ｍ２ 　 ／ｇ以上、好ましくは３ｍ２

　 ／ｇ以上が好適である。比表面積が２ｍ２ 　 ／ｇ未満だと粒径が２μｍより大きい場合
と同じ問題があり好ましくない。
【００１８】
本発明に用いる多面体無機微粉末としては、例えば酸化鉄、酸化クロム、チタン酸カルシ
ウム、チタン酸ストロンチウム、チタン酸バリウム、チタン酸マグネシウム、酸化セリウ
ム、酸化ジルコニウム、酸化アルミニウム、酸化チタン、酸化亜鉛などがあり、これらを
単独もしくは混合して用いる。本発明の多面体無機微粉末としては多面体磁性粉末を好適
に用いることができる。
【００１９】
磁性粉末の構造は、一般式（ＭＯ）（Ｆｅ２ 　 Ｏ３ 　 ）で表わされるフェライト、マグネ
タイトがよく、ここでＭはＣｕ、Ｚｎ、Ｆｅ、Ｍｇ、Ｍｎ、Ｎｉなどの２価の金属を表し
、１種または２種以上使用してもよい。トナーの抵抗調整付与機能などの面から、Ｍは少
なくともＦｅを含有することが好ましい。
多面体無機微粉末の混合量は、トナー粒子１００重量部に対して０．０５～１０重量部が
好ましく、更に０．１～１重量部が好適である。少なすぎると感光体に付着したトナーの
研磨効果はなく、また多すぎると感光体に損傷を与える。更にまた多面体磁性粉末を用い
る場合には、該粉末の抵抗が小さいので、正荷電性トナーの場合にはトナー粒子の抵抗が
下がって階調性が低下し、トナー消費量の増大を引き起こす問題があり、負荷電性トナー
の場合には帯電性の上昇を招き、画像濃度の低下を引き起こす問題がある。
【００２０】
本発明で使用する１０面体以上の多面体無機微粉末の製造方法の例としては、例えば特開
平５－４３２５３号公報に多面体マグネタイト粒子の製造方法について記載がある。また
、多面体無機微粉末は抵抗調整、疎水性、帯電性等を改質する目的でシランカップリング
剤、チタネートカップリング剤、シリコンオイル、アミノ基を含有したスチレン系樹脂な
どで表面処理してもよい。
更に、本発明の外添剤として、多面体無機微粉末と一緒に流動性改善などの目的で、ある
いはフィルミング防止効果を充分に発揮させる目的で、多面体無機微粉末以外の非磁性粉
末を用いることが好ましく、特に酸化珪素、酸化チタン、酸化アルミニウム、酸化亜鉛、
酸化マグネシウムの群より１種類以上選択された非磁性粉末を併用するのが好ましい。特
に、最近の高画質化に伴いトナー粒子径が小さくなる傾向にあり、多面体無機微粉末と非
磁性粉末の併用はトナー粒子径が３～１２μｍの範囲で有効に作用し、更に好ましくは３
～１０μｍの範囲が好適である。
【００２１】
非磁性粉末のＢＥＴ法比表面積は１０～５００ｍ２ 　 ／ｇが好ましく、この範囲内だとト
ナー貯蔵安定性、トナー供給部からのトナー補給性、現像部でのトナー搬送性等に優れて
いる。非表面積が１０ｍ２ 　 ／ｇ未満では十分な流動性改善機能、搬送機能が付与できず
、また、５００ｍ２ 　 ／ｇより大きいとトナー粒子同士の隔壁効果が減じるため高温保管
時でのトナー凝集、固着を招きやすく、更に有機光導電体等の感光体へのフィルミングを
発生しやすいなどの問題がある。
【００２２】
非磁性粉末は表面を公知の処理剤及び処理方法で疎水化処理されていることが好ましく、
これにより疎水性機能が付与され環境依存性が改善されるとともに、非磁性粉末同士の凝
集が少なくなり、トナーの流動性改善機能が優れたものとなる。表面処理としては少なく
ともシランカップリング剤がよく、これ以外の処理剤ではトナーの流動性改善機能が劣り
好ましくないが、シランカップリング剤と他の処理剤を併用したり、多層に表面処理して
もよい。シランカップリング剤としては、例えば、オルガノアルコキシシラン（メトキシ
トリメチルシラン、ジメトキシジメチルシラン、トリメトキシメチルシラン、エトキシト
リメチルシラン等）、オルガノクロルシラン（トリクロルメチルシラン、ジクロルジメチ
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ルシラン、クロルトリメチルシラン、トリクロルエチルシラン、ジクロルジエチルシラン
、クロルトリエチルシラン、クロルトリフェニルシラン等）、オルガノシラザン（トリエ
チルシラザン、トリプロピルシラザン、トリフェニルシラザン、ヘキサメチルジシラザン
、ヘキサエチルジシラザン、ヘキサフェニルジシラザン等）、オルガノジシラン、オルガ
ノシラン等があり、これらは１種あるいは２種以上の混合物で用いられ、好ましくは、オ
ルガノクロルシラン、オルガノシラザンがよい。
【００２３】
非磁性粉末の添加量は、トナー粒子１００重量部に対して０．０１～１０重量部が好まし
く、更には０．０５～８重量部が好適である。非磁性粉末が０．０１重量部未満だと流動
性改善効果がなく、また１０重量部より多いと遊離した非磁性粉末により感光体にフィル
ミングが発生したり、二成分系現像剤のキャリアや一成分系現像器内の帯電付与部材に付
着したりして帯電機能劣化等の障害を引き起こし好ましくなく、更にまた正荷電性トナー
の場合には帯電性の著しい低下を招き、カブリの悪化、トナー飛散量の増大を引き起こす
問題があり、負荷電性トナーの場合には帯電性に著しい上昇を招き、画像濃度の低下を引
き起こす問題がある。
【００２４】
この他、トナーの外添剤としては多面体無機微粉末以外の導電性チタン、酸化アンチモン
、酸化錫、酸化セリウム、硫酸バリウム、チタン酸ストロンチウム、ハイドロタルサイト
類化合物、アクリルビーズ、シリコンビーズ、ポリエチレンビーズなどの公知の無機、有
機微粉末を適量添加してもよく、好ましくはトナー粒子１００重量部に対して０．００５
～８重量部である。
本発明で使用する外添剤の各試験方法を以下に説明する。
【００２５】
〔多面体無機微粉末表面の面数〕
多面体無機微粉末の表面面数は走査型電子顕微鏡で粒子を拡大して面数を実測すればよい
。
〔多面体無機微粉末の粒径〕
多面体無機微粉末の粒径は、例えば走査型電子顕微鏡で１０個以上の粉末の長手方向と短
手方向の長さを計り、それぞれを平均して求めればよい。
【００２６】
〔多面体無機微粉末及び非磁性粉末のＢＥＴ法比表面積〕
多面体無機微粉末及び非磁性粉末の非表面積は市販されている窒素吸着ＢＥＴ法比表面積
装置を用いて測定することができ、例えば（株）島津製作所製流動式比表面積自動測定装
置（フローソープ２３００型）などがある。
また、本発明のトナーはキャリアを使用しない一成分系現像剤（磁性粉を２０％以上含有
した磁性トナー、或いは実質的に磁性粉を含有しない非磁性トナー）または二成分系現像
剤（スリーブにトナー粒子とキャリア粒子の磁気ブラシを形成する通常の二成分系現像剤
、或いはスリーブにトナー粒子のみの穂を形成する新二成分系現像剤）として使用するこ
とができるが、二成分系現像剤に用いる場合には、磁性キャリアと混合して用いればよく
、現像剤中のキャリアとトナーの含有比は１００：１～１０重量部が好ましい磁性キャリ
アとしては、粒子径２０～２００μｍ程度の鉄粉、フェライト粉、マグネタイト粉、磁性
樹脂キャリアなど従来から公知のものが使用できる。またこれら表面に公知のシリコーン
系樹脂、アクリル系樹脂、フッ素系樹脂、スチレン系樹脂など、或いはこれらの樹脂の混
合物を単層、または多層にコーティングしたものも好適に使用できる。
【００２７】
まず、本発明のトナー製造方法について一例を説明するが、その要旨を越えない限り以下
の説明に何等制限されるものではない。
トナー内添剤としては少なくとも樹脂、着色剤を所定量秤量して配合し、混合する。混合
装置の一例としては、ダブルコン・ミキサー、Ｖ型ミキサー、ドラム型ミキサー、スーパ
ーミキサー、ヘンシェルミキサー、ナウターミキサー等がある。

10

20

30

40

50

(6) JP 3598570 B2 2004.12.8



【００２８】
次に、混練工程では、バッチ式（例えば加圧ニーダー、バンバリーミキサー等）または連
続式の練り機を用いるが、連続生産できる等の優位性から、近年は１軸または２軸押出機
が主流であり、例えば神戸製鋼所社製ＫＴＫ型２軸押出機、東芝機械社製ＴＥＭ型２軸押
出機、ケイ・シー・ケイ社製２軸押出機、池貝鉄工社製ＰＣＭ型２軸押出機、ブス社製コ
・ニーダー等が良い。
混練後、トナーは２本ロール等で圧延され、水冷等で冷却・固化する冷却工程を経る。
【００２９】
次いで、粉砕工程では、クラッシャー、ハンマーミル、フェザーミル等で粗粉砕し、ジェ
ットミル、高速ローター回転式ミル等で細粉砕し、段階的に所定トナー粒度まで粉砕する
。
粉砕後、慣性分級方式のエルボジェット、遠心力分級方式のミクロプレックス、ＤＳセパ
レーター等でトナーを分級し、平均粒子径３～１２μｍのトナーを得る。分級工程で発生
したトナー粗粉は粉砕工程に戻し、また発生した微粉はトナー原料の配合工程に戻して再
利用しても良い。
【００３０】
平均粒径が１２μｍより大きいとコピー画質の解像度が劣化し、３μｍ未満だとトナー搬
送時トナーが飛散し環境上支障がある。尚、トナー粒子の平均粒径は公知の粒度分布測定
装置で測定すればよく、例えばコールター社製コールターカウンター（型式ＴＡ－ＩＩ）
などがある。
更に、トナーに外添処理する場合には、分級後のトナーと各種外添剤を所定量配合して、
ヘンシェルミキサー、スーパーミキサー等の粉体にせん断力を与える高速攪拌機などで、
撹拌・混合するのがよい。この際、外添機内部で発熱があり、凝集物を生成し易くなるの
で外添機の容器部周囲を水で冷却するなどの手段で温度調整をする方が好ましい。
更に外添トナーは必要に応じて公知の篩別装置、例えば佐藤式振動篩、ジャイロシフター
、遠心式スクリーン分級機などで、トナー凝集物、遊離した外添剤等を除去すればよい。
【００３１】
【発明の効果】
本発明の静電荷像現像剤を用いることにより、コピー画質上にコメット、フィルミング等
による画像欠陥の発生が少なく、連続使用時でも画像濃度、カブリ、階調性等の画像・画
質特性、トナー消費量などが安定して良好であり、耐久性、トナーの貯蔵安定性、トナー
補給性・搬送性などのトナー性能に優れ、多大な工業的利益を提供するものである。
【００３２】
【実施例】
以下、実施例により本発明を更に説明するが、本発明はその要旨を超えない限り以下の実
施例により何等制限されるものではない。なお、下記実施例中、単に「部」とあるものは
いずれも「重量部」を意味するものとする。
【００３３】
【表１】
・スチレン／ｎ－ブチルアクリレート　　　　　　　　　　１００部
＝モノマー重量比＝８５／１５の共重合樹脂
（フロー軟化温度１３０℃，ガラス転移温度６０℃）
・着色剤　カーボンブラック　ＭＡ１００Ｓ　　　　　　　　　６部
（三菱化学社製）
・低分子量ポリプロピレン　　　　　　　　　　　　　　　２．５部
（蒸気圧浸透圧法による数平均分子量＝７０００）
・帯電制御剤　　　　　　　　ボントロンＰ５１　　　　　　　２部
（オリエント化学社製４級アンモニウム塩化合物）
【００３４】
を配合し、連続２軸押出機を用いて混練、粉砕し、分級して平均粒径９μｍ（コールター
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カウンターＴＡ－ＩＩで測定した体積換算の平均値）の黒色トナーを得た。
また、磁性粉末として下記のものを使用した。
【００３５】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３６】
ここで、保持力と飽和磁化は市販の直流磁気特性測定装置を用いて５ｋエルステッドの磁
場をかけて測定し、電気抵抗は平行電極面積３．１４ｃｍ２ 　 の測定セル内に磁性粉末を
入れて上部電極と下部電極にはさみ、上部電極に荷重１ｋｇの錘を乗せ、直流電圧１００
Ｖを印加して市販の絶縁抵抗計で抵抗値を測定した。
【００３７】
＜実施例１＞
黒色トナー１００部に対して疎水性シリカＡ（日本アエロジル社製Ｒ－９７２、比表面積
＝１１０ｍ２ 　 ／ｇ）０．３５部、マグネタイトＡ　０．２部をスーパーミキサーで外添
処理して、外添トナーＡを得た。ついで、外添トナーＡ　４．２部と平均粒径１００μｍ
のシリコン樹脂でコートしたフェライト粉キャリア１００部とをＶ型混合機で混合、撹拌
し、スタート用現像剤Ａを作製した。
次に、この現像剤Ａをスタート用現像剤とし、外添トナーＡを補給用トナーとして有機光
導電体を感光体とし、ブレードクリーニング方式で、二成分磁気ブラシの正規現像方式（
感光体表面電位；通常モード（Ｎモード）ＤＣ－７００Ｖ、写真モード（Ｐモード）ＤＣ
－５００、バイアス電圧；ＤＣ－２００Ｖ）のコピー速度５０枚／分の複写機（シャープ
製ＳＦ－９４００の改造機）を用いて、次の耐久性試験、環境性試験、高温貯蔵性試験を
行った。
【００３８】
耐久性試験
温度２３～２５℃、湿度５０～６０ＲＨ％の通常環境下で３００，０００枚の実写試験を
実施した。この試験の結果、３００，０００枚実写中で画像濃度及びカブリが安定して良
好であり、中間調再現性に優れ、トナー飛散による機内の汚染もなく良好であった（図１
）。
【００３９】
環境性試験
温度３５～３７℃、湿度８３～８７ＲＨ％の高温高湿環境下で１００，０００枚の実写試
験を実施した。この試験の結果、１００，０００枚実写中でも通常環境下に比較して顕著
な差もなく、コピー耐久性、画質安定性に優れ、感光体へのフィルミング、コメットの発
生もなかった（図２）。
【００４０】
高温貯蔵性試験
スタート用現像剤と補充用トナーをそれぞれボトルに入れ密閉状態にして、温度４５℃、
湿度５０ＲＨ％の環境下で１０日間保管し、冷却した後、これらの現像剤を用いて温度２
３～２５℃、湿度５０～６０ＲＨ％の通常環境下で５０，０００枚の実写試験を実施した
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。この試験の結果、５０，０００枚実写中でもコピー白地部汚れであるカブリの増加がな
く、画像濃度も安定して高く、トナー飛散による機内汚染もないなど良好であり、高温で
長時間さらされた後に使用しても耐久性能、コピー画質安定性に優れた現像剤であった。
【００４１】
＜比較例１＞
実施例１のマグネタイトＡをマグネタイトＢに変更した以外は実施例１と同様に外添トナ
ーＢとスタート現像剤Ｂを作製し、実施例１と同様に耐久性試験、環境性試験、高温貯蔵
性試験を行った。
耐久性試験
１００，０００枚過ぎより写真モードの画像濃度が上昇傾向にあり、中間調の再現性が悪
化すると共に、トナー消費量が増大する傾向にあった。また、２００，０００枚過ぎから
カブリがやや高くなり好ましくなく、３００，０００枚後に複写機内部の現像器底部及び
現像器下に位置するコピー紙搬送部の両端にトナー飛散による汚れがあった。更にまた、
２００，０００枚過ぎの途中から感光体上にコメット（外添剤の付着と推測される）が発
生し、コピー白部に黒い斑点状の画像欠陥が発生した（図３）。
【００４２】
環境性試験
５０，０００枚過ぎより写真モードの画像濃度が上昇傾向にあり、中間調の再現性（階調
性）も悪くなり好ましくなかった。また、１００，０００枚後の複写機内部のトナー飛散
による汚れも目立った（図４）。
高温貯蔵性試験
実施例１に比しカブリが高めであり、５０，０００枚後の複写機内部のトナー飛散による
汚れも多く目立った。
【００４３】
＜比較例２＞
実施例１のマグネタイトＡをマグネタイトＣに変更した以外は実施例１と同様に外添トナ
ーＣとスタート現像剤Ｃを作製し、実施例１と同様に耐久性試験、環境性試験、高温貯蔵
性試験を行った。
耐久性試験
実施例１とほぼ同様であった。
【００４４】
環境性試験
５０，０００枚過ぎの途中から感光体上にフィルミングが発生し、コピー画像の文字、細
線等のキレが悪化したり、写真などの絵原稿をコピーした画像がややボケるなどの画像欠
陥が発生し、問題があった。
高温貯蔵性試験
実施例１とほぼ同様であった。
【００４５】
＜実施例２＞
実施例１のマグネタイトＡの添加量を０．５部に変更した以外は実施例１と同様に外添ト
ナーＤとスタート現像剤Ｄを作製し、実施例１と同様に耐久性試験、環境性試験、高温貯
蔵性試験を行った。
耐久性試験
実施例１と同様に良好であった。
【００４６】
環境性試験
実施例１と同様に良好であった。
高温貯蔵性試験
実施例１と同様に良好であった。
実施例１～２と比較例１～２の耐久性試験の評価結果を表１に、環境性試験の評価結果を
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表２に、高温貯蔵性試験の評価結果を表３にそれぞれ示す。
【００４７】
【表３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４８】
【表４】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４９】
【表５】
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【００５０】
ここで、使用されている語句を以下に簡単に説明する。
画像濃度
コピー黒部をマクベス反射濃度計（サカタインク社製ＲＤ－９１４型）で反射濃度を測定
し、画像濃度とした。
カブリ
コピー前とコピー後の通紙のハンター白度を色差計（日本電色工業社製ＺＩＩ－Σ８０型
）で測定し、コピー前後のハンター白度差を求めカブリ値とした。
【００５１】
トナー濃度
コピーチェック後に現像器より現像剤をサンプリングし、トナーを除去して重量分析し、
現像剤中のトナー濃度を求めた。
トナー帯電量（帯電量と略す）
上記でサンプリングした現像剤を東芝ケミカル社製ブローオフ帯電量測定装置で測定し、
トナー濃度で補正して、トナー単位重量当たりの帯電量を求めた。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施例１の耐久性試験実写データー
【図２】実施例１の環境性試験実写データー
【図３】比較例１の耐久性試験実写データー
【図４】比較例１の環境性試験実写データー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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